
1984年出上の木簡

奈
良
・
平
城
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

・
芝
辻
町

。
四
条
大
路

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

。
二
条
大
路
　
一
九
八
四

年
（昭
５９
）
七
月
ぞ

一
二
月
、
左
京

一
条
三
坊
十
二
坪
　
一

九
八
四
年

一
一
月
、
左
京
四
条
二
坊
七
坪
　
一
九
八
四
年

一
〇
月
を

一
一
月
、
左
京
三
条
三
坊
九
坪
　
一
九
八
四
年

九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
崎
卓
哉

。
篠
原
豊

一
・
立
石
堅
志

。
奈
良
美
穂

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

。
二
条
大
路

本
遺
跡
で
は
、
さ
き
に
十
二
坪
西
半
部
か
ら
二
条
大
路
に
わ
た
る
地
域
の
調

査
を
行

っ
て
お
り
、　
そ
の
成
果
は
す
で
に
報
告
し
た

（『木
簡
研
究
』
第
五
上
ハ

号
）。
今
回
の
調
査
は
十
二
坪
東
半
部
か
ら
わ
ず
か
に
一
一条
大
路
に
か
か
る
地

域
を
対
象
と
し
て
行

っ
た
。
両
調
査
区
を
あ
わ
せ
て
四
五
二
〇
∬
、
十
二
坪
の

の
三
分
の
一
ほ
ど
を
発
掘
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
二
条
大
路
の
一
部
と
そ
の
北
側
滞

・
築
地
塀

。



礎
石
建
物
二
棟

。
回
廊

・
掘
立

柱
建
物
二
〇
棟

・
井
戸
三
基

。

土
羨
で
あ
る
。
さ
き
の
調
査
成

果
と
あ
わ
せ
て
、
十
二
坪
が

一

町
を
分
割
す
る
こ
と
な
く
利
用

さ
れ
て
お
り
、
中
央
の
正
殿
を

回
廊
で
取
り
囲
む
と
い
う
き
わ

め
て
整
然
と
し
た
建
物
配
置
を

も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

木
簡
は
二
条
大
路
の
北
側
溝
か
ら
二
二
点
が
出
上
し
た
。
同
溝
は
幅
三

・
五

ｉ
四

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
七
ｍ
ほ
ど
の
素
掘
り
の
東
西
溝
。
今
回
は
四
〇
ｍ
分

を
検
出
し
て
い
る
。
堆
積
層
か
ら
み
て
、
溝
に
は
新

・
旧
の
二
時
期
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
堆
積
層
は
さ
ら
に
細
区
分
で
き
る
。
木
簡
は
、
こ
の
う
ち

新
期
の
溝
の
最
下
層
、
黒
色
粘
土
層
か
ら
出
上
し
た
。
他
に
瓦

。
土
器

。
木
製

品
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は

「店
梨
」
の
墨
書
土
器
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
十
二
坪
内
で
は

「相
撲
」
「
□
僕
所
」
「左
士
」
「
真
万
呂
」

な
ど
と
墨

善
さ
れ
た
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

一
一　
平
城
京
左
京

一
条
三
坊
十
二
坪

本
調
査
地
は
十
二
坪
の
東
辺
部
、
十
二

。
十
三
坪
坪
境
小
路
に
は
ど
近
い
地

点
に
あ
た
る
。
発
掘
面
積
は
六
〇
ポ
と
小
範
囲
で
あ

っ
た
が
、
井
戸

一
基

・
柱

穴

・
自
然
流
路
を
検
出
し
た
。
柱
穴
は
発
掘
範
囲
が
狭
い
こ
と
も
あ
り
建
物
と

し
て
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
井
戸
か
ら
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

井
戸
掘
形
は
、
検
出
面
で
は
径

一
・
五
ｍ
の
平
面
円
形
を
塁
し
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
あ
る
。
井
戸
枠
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
素
掘
り
の
ま
ま
使

用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
井
戸
内
の
堆
積
土
は
、
井
戸
底
近
く
の
自
然
堆
積
と

そ
の
後
の
埋
め
た
て
に
よ
る
も
の
と
に
大
き
く
三
分
で
き
る
。
木
簡
は
自
然
堆

積
上
の
最
上
層
、
植
物
遺
体
層
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
他
に
奈
良

時
代
前
半
期
の
上
器
と
数
点
の
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
木
筒
も
こ
の
時
期

に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
一　
平
城
京
左
京
四
条
二
坊
七
坪

本
調
査
地
は
七
坪
の
東
辺
部
か
ら
東
二
坊
坊
間
大
路
の
一
部
に
相
当
す
る
。

周
辺
は
平
城
京
跡
内
で
も
比
較
的
調
査
例
の
多
い
地
域
で
あ
り
、
調
査
地
の
東
、

東
二
坊
坊
間
大
路
を
隔
て
た
左
京
四
条
二
坊
の
東
半
は

「
田
村
第
」
に
比
定
さ

れ
て
い
る
。
今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
東
二
坊
坊
間
大
路
の
一
部
と
そ
の
西

側
溝
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
塀

一
条
、
井
戸

一
基
、
土
羨
で
あ
る
。

木
簡
は
東
二
坊
坊
間
大
路
西
側
溝
か
ら
二
点
が
出
土
し
た
。
同
溝
は
幅

一
・

九
―
三

・
一
ｍ
、
深
さ
は
発
掘
区
北
端
で
○

・
三
ｍ
、
南
端
で
○

。
八
ｍ
の
素

掘
り
の
南
北
溝
。
今
回
は
一
三

・
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
溝
内
の
堆
積
土
は
大

き
く
上

・
下
三
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
下
層
は
さ
ら
に
三
分

で
き
、
木
簡
は
そ
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
上
層
は
流
れ
の
た
め
か
二
ぞ
五

層
と
複
雑
な
堆
積
と
な
っ
て
お
り
、
奈
良
時
代
後
半
期
の
上
器
が
出
上
し
た
。

四
　
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
九
坪

(奈良)



1984年出上の木簡

(3) 本
調
査
地
は
平
城
京
の
条
坊
区
画
で
は
左
京
三
条
三
坊
九
坪
の
西
北
隅
に
相

当
す
る
が
、
周
辺
の
遺
存
地
割
の
検
討
か
ら
、
調
査
地
の
す
ぐ
北
を
西
流
す
る

佐
保
川
の
旧
河
道
が
想
定
さ
れ
る
地
点
で
も
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
現
地
表
面
下
約

一
・
三
ｍ
で
発
掘
区
全
域
に
広
が
る
自
然
流

路
を
検
出
し
た
。
発
掘
面
積
が
四
〇

。
五
ポ
と
小
範
囲
で
あ

っ
た
た
め
そ
の
規

模
は
不
明
で
あ
る
が
、
堆
積
層
か
ら
み
て
流
路
に
は
新

・
旧
二
時
期
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
木
簡
は
旧
流
路
内
の
堆
積
土
か
ら

一
点
が
出
上
し
た
。
旧
流
路

か
ら
は
他
に
古
墳
時
代
の
埴
輪
片
、
近
世
の
上
器
な
ど
各
時
代
の
遺
物
が
混
乱

し
て
出
上
し
て
お
り
、
木
筒
の
年
代
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

。
二
条
大
路

①

　

「＜
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（露
）
溢
ｏ
滋

ｏ毬

＊

〔加

マ
定
と

「＜
篠
嶋
大
国
□
□
□
回
回
　
□
大
＜
」

μ
伽
∞
Ｘ

ф
ω

〉（
∞
　
　
Ｏ
ω
μ

≒
水
精
玉
所
食
酢
…
…
珂
人人

〔器
触

継
）

〔受

ヵ
〕　
　
　
　
　
　
〔集
ヵ
〕

名

『
□

□

検

』

□

…

…

寸

□

麻

呂

己

　

（
騨
中
甲

崇
枷
ゞ

∞
受

∞

ｏ
Ｈ

＊

（穿
乳
）

0)０
　
・
二
月

・
□

l10
ヽ
ツ

れ
Ｌ

□
十
回
□
□
□
大
□

。
□
物

マ
霜
秦
」

。
□
了
　
　
　
」

少
□
□
」

名
□
□
□

名
□
□

〔徳
ヵ
〕

□

□

□

回
　
回
　
□
　
□
□

（『ヽ
）
Ｘ
］
］
Ｘ
〕
　
０
９Φ
　
　
＊

や
〇
∞
Ｘ
∞
μ
×
『
　
　
〇
∞
μ

（『Φ
）
Ｘ
（⇔
）
×
卜
　
〇∞
μ

（Φ
釦）
Ｘ
μヽ
×
∞　　〇伽Φ

（〕〇卜
）
Ｘ
（μド）
×
∞　　〇∞
Ｐ

（〕Ｏ）
×
（μＯ
）
Ｘ
∞
　
〇
∞μ

（Ｐ∞∞）
×
（Ｐ『
）
×
（μ）
　
ＯΦ
μ

（一〇『）
Ｘ
やＯ
Ｘ
や　　⇔
ドΦ

力
〕

□
□
毛
□

□

⑭

　

「江
下
郷
秦
×

０
　
。
「＜
□
造
廣
□
五
斗
□
　
＜
」

〔郡
己

名
＜
□
□
□
□
□
□
□
回
＜
」

因 謙



l131

。
「　
　
　
□
□
□
□
□

⑫
　
。道
□
秦
忌
寸
ネ
酔
ヵ〕□

回

。欧
酔
配
□

①
は
材
の
上
端
近
く
、
左
右
の
切
り
込
み
が
あ
る
部
分
に

「封
」
字
の
み
を

墨
書
す
る
。
下
端
を
欠
損
し
て
お
り
全
体
の
形
状
は
甥
ら
か
で
は
な
い
。
「封
」

字
は
そ
の
中
央
で
、
横
方
向
に
幅
六
剛
ほ
ど
と
ぎ
れ
て
い
る
。　
こ
れ
は
長
方

形
の
材
を
組
で
物
品

（あ
る
い
は
そ
の
容
器
）
に
固
定
し
た
の
ち
、
組
の
上
か
ら

「封
」
字
を
記
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。　
つ
ま
り
、　
こ
の
木
筒
を
も

っ
て

封
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
①
は
二
片
に
分
離
し
て
お
り
、
直
接
に
は
接
合
し
な

い
が
、
材
質

・
形
状
か
ら
み
て
同

一
筒
か
と
思
わ
れ
る
。
他
に
墨
痕
は
あ
る
が

判
読
不
可
能
な
も
の
七
点
が
あ
る
。

一
一　
平
城
京
左
京

一
条
三
坊
十
二
坪

①

　

「＜
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ露
μ認
∞
轟

ω
　
。
「日
□
」

名
口
□
」

名
口
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ωヽ
×
遭
温

ｏ曽

材
の
一
側
面
に
も
墨
痕
が
あ
る
。
〇
二
一
型
式
と
し
た
が
、
中
世
木
筒
の
範

疇
で
と
ら
え
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

９
　
関
係
文
献

平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
水
道
局
庁
舎
建
設
予
定
地
発
掘
調
査
会

『平

城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
―
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
地
発
掘
調
査
概
要
報

告
―
己

（奈
良
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四
年
）

奈
良
市
教
育
委
員
会
『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
　
昭
和
五
九
年
度
』

（
一
九
八
五
年
）

（
西
崎
卓
哉
）

名
＜
播
磨
国
飾〔酵
杞

名
＜
史
戸
大
田
□
×

名

回
〔酔

配
回
　

　

□
　

右
回
工
五
人

（『
『
）
Ｘ
ドヽ
〉〈ф　
　
Ｏ∞
Φ
　
　
＊

（μ頓Φ
）
Ｘ
μΦ
×
∞　　Ｏ
μΦ

（Φ
μ）
Ｘ
（Ｐ『）
Ｘ
や　　〇∞
】

他
に
折
損
に
よ
り
原
形
が
明
ら
か
で
な
く
、

も
の
三
点
が
あ
る
。

〓
一　
平
城
京
左
京
四
条
二
坊
七
坪

①

　

「＜
石
見
国
那
賀
郡
石
ｘ

②
　
　
□
」

四
　
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
九
好

墨
痕
は
あ
る
が
判
読
不
可
能
な

（μｍ中）
×
や
μ
×
い　　〇∞Φ

（∞〇
）
×
（∞）
×
］
・”　　〇∞
μ




